





A Study on the Turning point in the Framework for Discussing Education; 
“Objection to Report Card”, the case in 1969
SATO Chihiro
Abstract 
This paper is focused on the “Objection to Report Card” that occurred from February to March 
1969, with TV programs as a trigger, and newspaper reports brought momentum to the discussion. 
By analyzing the discussion, the characteristics of educational discourses built by television and 
newspapers from the late 1960s to early 1970s was revealed. And it was clarified that “Objection 
to Report Card” can be positioned as a turning point of the educational discourse that the mass 
media takes up.



































1969 年 2 月 6 日，NET テレビ（現テレビ
朝日）の番組『長谷川肇モーニングショー』ⅰ）
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た。それもあってか，3 月 3 日付同新聞の「世
論の広場　気流特集」では通信簿問題につい
ての投書がまとめて紹介された。また，毎日
新聞では 3 月中旬に 4 回連続の特集が組まれ，
「通信簿問題」が集中的に取り上げられた。
































































































































































































































































3.1.  問題の発端と議題の設定：2 月上旬～ 2
月下旬





で最高の 5 と最低の 1 が各 7%，4 と 2 が各



































2 月 18 日 『長谷川』にふたたび久保田藤麿が
出演，「ワクはありません。今後，徹底
させます」と発言した 26）。






































































































3 月 1 日）など，児童生徒を持つ保護者の感
情の矛先も，文部省へと向けられていたので
ある。






























































げられたのは，3 月 3 日の読売新聞「世論の
広場　気流特集」に掲載された 1 本だけだっ
た。




















































































新聞の記事に加え，読売新聞の 3 月 24 日付
夕刊の記事「『5』はふえたかな」（11 面）でも，


















































































































































































































































ⅱ）放送法第 2 条の 30。当時は個別の番組の
分類について行政側の基準はなく，放送局
の判断に委ねられていた。















































































平日 56 分，土曜 1 時間 05 分，日曜 1 時間
19 分だったのに対し，1965 年には平日 2
時間 52 分，土曜 3 時間 01 分，日曜 3 時間
41 分と上昇した。







（2018 年 3 月 19 日閲覧）。
9 ）朝日新聞，1962 年 3 月 8 日付朝刊。
10）朝日新聞，1962 年 5 月 17 日付朝刊，12
面に掲載された番組紹介の記事による。







13）朝日新聞，1968 年 12 月 25 日付朝刊，9 面。
14）朝日新聞，1968 年 6 月 23 日付朝刊，9 面「波　
通信簿をついた主婦」。
15）朝日新聞，1968 年 12 月 25 日付朝刊，9 面。
16）朝日新聞，1967 年 3 月 10 日付朝刊，11 面。
17）朝日新聞，1967 年 3 月 15 日付朝刊，11 面。
18）テレビ朝日　社史編纂委員会編（2010）








22）朝日新聞，1968 年 8 月 12 日付夕刊（東
京本社版），12 面。
23）朝日新聞，1969 年 2 月 13 日付朝刊，9 面。
24）読売新聞，1969 年 2 月 20 日付朝刊，14 面。
25）藤井千鶴子（1969）「通知表について」『教
育』19（12），22-23 頁。
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